
私たちは、歌うことで生きている。
さまざまな人生と歌でつながる人がいる。
うなることで、言葉を遥か遠くまで伝えられる人がいる。
自分自身という楽器から生の歌声を奏でる人がいる。
次元を超えて、愛のメッセージを発信する人がいる。
ジャンルも表現も違うけれど、みな、歌うことを心から楽しんでいる。
みな、歌うことで生きている。
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いきものがかり 音楽グループ

　いきものがかりは本当に歌を大事にし

ているグループである。自己表現、自己

アピールする以前に、いい歌を届けるこ

とに集中している。水野良樹さんと山下

穂尊さんが歌を作り、吉岡聖恵さんが歌

うのが彼らの基本的なスタイルだが、も

ともと水野さんと山下さんの路上ライブ

からスタートして、“歌好き” ３人が集

まったグループだ。歌うことの魅力につ

いて彼らはこう語る。

「私は家族が多くて、曾おばあちゃんも

一緒に住んでいたんですが、大人ってす

ぐ歌を教えたがるんですよ。雨が降った

ら『雨』。赤い靴を買ったら『赤い靴』。

身近なところにいつも歌があった。昔の

テープを聴くと、私が家族の前で歌うと、

すごく褒めてくれる。歌うのも楽しかっ

たんですが、反応があるのが子供ながら

にうれしくて」（吉岡）

「高校で路上ライブを始めたんですが、

とにかく歌いたいって感じでした。カラ

オケはお金がかかるけど、路上ならタダ

だし(笑)。自分達の遊び場を見つけたみ

たいな感覚。しかも調子のいい時は人が

聴いてくれる」（山下）

「単純にそっぽ向いていた人達が僕らの

歌で振り返ってくれたのがうれしかった

んだと思います。根本的には３人ともさ

びしがり屋で褒めてほしい気持ちが強

い。頑張って歌ってたら集まる人が増え
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て、その流れの先に今がある。ミュージ

シャンとしてはできないことだらけの３

人なんですが、歌によって人と出会い繋

がってきた。人間同士だと性格の違いで

限界がありますが、間に歌があると、考

え方の違う人、会ったことのない人とも

繋がっていける」（水野）

　幅広い層からの支持は路上での経験が

大きいようだ。

「路上って、特定の層だけが集まること

はほぼないんですよ。かっこいい男子２、

３人でやってたら、女子が集まるかもし

れないけど、普通は子供連れやサラリー

マン、様々な人がいる。みんなを立ち止

まらせるにはどうするか、かなり考えま

した。男女いるのも重要で、女性ボーカ

ルを探すことになり、近所にいたぞと

(笑)」（山下）

「路上って音楽をやる場所じゃないし、

みんな用事があって歩いてるわけだか

ら、押しつけがましくなく、いかに立ち

止まらせるかが難しい。吉岡が元気よく

て、男子ふたりが静かにしているのが絶

妙なバランスで(笑)。場の空気を読む訓

練にもなった。この客層、この人数なら

次はこの曲って互いに言わなくてもわか

るようになりました」（水野）

　さりげなくそばに寄り添ってくれるの

が彼らの歌の魅力のひとつ。吉岡さんの

ボーカルも強烈な個性を主張するわけで

はないのに、芯があって、確かな存在感が

ある。

「多分、強烈な個性がないという強烈な

個性なんですよ。バラエティーに富んだ

曲作りを心がけているんですが、新たな

曲調のものでも吉岡が歌うことでいきも

のがかりになる。そこに助けられている

ところはありますね」（山下）

「吉岡のモノマネをする芸人さんが少な

いのは誇りでもあって。多分、クセをつ

かみづらいんでしょうね。彼女はクセの

ある歌い方もできるし、器用なんですが、

そこに逃げずに、歌を伝えることに専念

していると思います」（水野）

　彼女自身はどんな意識で歌っているの

だろうか？

「レコーディングでまず歌の物語を掴む

ことに集中するんですが、ライブという

空間に入ると、また違う感じになる。楽

しい曲で笑顔になってくれたり、悲しい

曲ではその表情が変わったり。ライブっ

て不思議だなと思います」（吉岡）

　NHK全国学校音楽コンクールの課題

曲「YELL」、NHK ロンドン2012放送テー

マソング「風が吹いている」、全国高校

サッカー選手権大会応援歌「心の花を咲

かせよう」など、大きな期待を背負いつ

つ名曲を生みだしてきたことからはグ

ループの底力が見えてくる。

「出会いに助けられましたね。僕らは路

上ライブから始まったわけで、社会と関

わっていくグループだと思うんですよ。

違う分野で頑張ってる人たちとリンクで

きることを探して、外と結びつくことで

良いものができるグループだし、そうい

うことをやっていくべきだと思ってい

ます」（水野）

「ゼロから曲を作る２人の産みの苦しみ

を見ているからこそ、歌を信頼して取り

組めるんですが、タイアップはさらにい

ろんな人の力を借りて生まれてきている

ので、そこでもまた奮い立たせてくれる

ものがあります」（吉岡）

　いきものがかりの歌の根底には人との

繋がりがあるのだろう。こんな言葉から

も彼らの歌への姿勢が見えてくる。

「MCでもよく言うんですが、曲は作っ

た時点では完成してなくて、聴いてくだ

さる皆さんが完成させるものだと思って

います。歌は聴かれないと歌にならない

ですから。３人しか知らなかった曲が遠

い街の女子高生の恋や誰かの人生に繋

がって、願わくばプラスの方向に変わっ

てくれることに喜びや生き甲斐を感じ

させてもらっています」（水野） 
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IPROFILE　小学校時代の同級生でともに生き物係をやっ
ていた水野良樹と山下穂尊が地元厚木・海老名で路上ライ
ブを始め、その後２人の同級生の妹である吉岡聖恵が参加
して、1999年に結成。2006年に「SAKURA」でデビューし、
幅広い層から支持を受ける。2014年12月24日にメジャー
での7枚目のアルバム『FUN! FUN! FANFARE!』をリリー
ス。メジャーデビュー10年目を迎える2015年3月からは全
国アリーナツアーも予定されている。

　いきものがかりは本当に歌を大事にし

ているグループである。自己表現、自己

アピールする以前に、いい歌を届けるこ

とに集中している。水野良樹さんと山下

穂尊さんが歌を作り、吉岡聖恵さんが歌

うのが彼らの基本的なスタイルだが、も

ともと水野さんと山下さんの路上ライブ

からスタートして、“歌好き” ３人が集

まったグループだ。歌うことの魅力につ

いて彼らはこう語る。

「私は家族が多くて、曾おばあちゃんも

一緒に住んでいたんですが、大人ってす

ぐ歌を教えたがるんですよ。雨が降った

ら『雨』。赤い靴を買ったら『赤い靴』。

身近なところにいつも歌があった。昔の

テープを聴くと、私が家族の前で歌うと、

すごく褒めてくれる。歌うのも楽しかっ

たんですが、反応があるのが子供ながら

にうれしくて」（吉岡）

「高校で路上ライブを始めたんですが、

とにかく歌いたいって感じでした。カラ

オケはお金がかかるけど、路上ならタダ

だし(笑)。自分達の遊び場を見つけたみ

たいな感覚。しかも調子のいい時は人が

聴いてくれる」（山下）

「単純にそっぽ向いていた人達が僕らの

歌で振り返ってくれたのがうれしかった

んだと思います。根本的には３人ともさ

びしがり屋で褒めてほしい気持ちが強

い。頑張って歌ってたら集まる人が増え

歌
は
作
っ
た
時
点
、
歌
っ
た
時
点
が
完
成
で
は
な
く
て
、

聴
い
た
人
が
完
成
さ
せ
る
も
の

吉岡聖恵： 黄色ニット ¥12,000 ドゥヴィネット/ア
バハウス エル エ エル 銀座マロニエゲート店、
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S/ETHOSENS of whitesauce、ベスト ¥44,000 
DIET BUTCHER SLIM SKIN/Venom TOKYO
水野良樹: 迷彩ニット ¥20,000 SWG BLACK PLA 
TINUM/アドナスト ミュージアム、パンツ ¥13,000 
And A/And A フラッグス新宿店
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